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視覚障害者の音の感受性への一考察
一騒音に対する意識調査を実施して一
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1　はじめに
　当病棟では、糖尿病網膜症や網膜剥離等の疾患によ
り、高度の視覚障害を来す患者が増加傾向にある。一
般に視覚は私達が外界から情報を得るために重要な感
覚器のひとつであり、眼からの情報は8割を占めると
いわれている。私たちが日々看護をする中で、患者よ
り「足音でどの人かわかる」との言葉をたびたび聞く
ことがあり、視覚障害をもつ患者は、音に対して非常
に敏感になっているのではないかと考えた。
　これまで「音」に関する様々な研究が行われており、
性格・睡眠・精神状態などを関連づけた研究は数多く
行われている。しかし、音と視覚を関連づけての研究
は検索した限りでは行われていなかった。そこで私達
は、今回視覚と音・騒音に対する感受性にどのような
傾向がみられるか意識調査を行い、さらに音の大きさ
を測定し、その結果を考察したのでここに報告する。
　〈用語の定義〉
○軽度視覚障害者一裸眼で着眼視力が0．3以上の者
○高度視覚障害者一裸眼で片眼視力が0．1以下また
　は日常生活で治療上腹臥位安静（FACE　DOW
　N以後FDと略す）を強いられている患者でFDを
　5日間以上行っている者
と半数以上を占めた。
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　　　じるようになりましたか？
軽度視覚障害者　1い6．4％ いいえ 86．　6％ 期答6，　4％
高麟覚轄者 いいえ40％熱回答脇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（100％）
②図2より、高度視覚障害者の40％が音で何かを区別
　しているのに対し、軽度視覚障害者では0％であっ
　た。前者の内容は、距離・位置の確認、足音による
　人物の識別であった。
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Q2。目が見えにくくなってから音で何かを区別する
　　　ことはありますか？
嫉視覚轄者 いいえ刎00％
ll研究方法
期闇：平成9年10月6日～ll月15日
対象：東京医科大学病院15東電棟入院患者
　　　　（難聴、精神疾患患者を除く）30名
　　　軽度視覚障害者一15名
　　　高度視覚障害者一15名
方法：①騒音測定器（RION　NA－23）を用い
　　　　て質問紙の各音をそれぞれ3回測定
　　　②無記名回答による質問紙調査
　　　　回収率100％
皿　結果
①図1より目が見えにくくなってから様々な音を敏感
　に感じるようになった割合は、軽度視覚障害者は
　6．4％であるのに対し、高度視覚障害者では53．3％
高度視覚障害者　　　　　‘まし、　　40％ いいえ 60　％o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（100％）
③図3より目が見えにくくなってから、様々な音がう
　るさく感じるようになったかという問いには、軽度
　視覚障害者、高度視覚障害者共に20％であった。
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Q3．目が見えにくくなってから様々な音がうるさく
　　　感じるようになりましたか？
軽度視覚障害者　　　はい20％ 　　旧いいえ 80　906
高度視覚障害者　　　はい20％ いいえ 80906
（100％）
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④図4より高度視覚障害者が昼間に騒音が気になると答
　えたのは2．2％に対し、軽度視覚障害者は6．7％であ
　つた。夜間においては、高度視覚障害者がll．1％であ
　つたのに対し、軽度視覚障害者は13．9％であった。音
　の種類別による結果は図5～8の通りである。
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⑤表1より昼間は、カーテンの音60dB、ワゴンの音57
　dB、窓の外の音55dB、看護婦の話し声55dB、夜間は、
　窓の外の音55dB、カーテンの音50dBが騒音測定結果
　平均値の中で上位を占あた。図5～8の③・⑥・⑨
　・⑪より、これらの音を騒音と感じているのは、昼
　表1　項目別、騒音測定結果平均値
間はカーテンの音0人、ワゴンの音0人、窓の外の
音1人、看護婦の話し声1人であった。夜間におい
ては図5～8の③・⑥より、窓の外の音は5人、カ
ーテンの音2人であった。
（単位：dB）
昼　　　　夜　　　　　　　　　　　　　　　昼　　　　夜
トイレの音 53．6 45．0 面会者の声 49．3 な　し
いびきなど 52．3 41．6 病棟内放送 50．0 な　し
カーテンの音 60．0 50．0 足音 52．5 40．0
足音 46．6 45．0 看護婦の 話声 55．0 35．5他の患者の 話声 53．3 35．5 ワゴンの音 57．0 な　し
窓の外の音 55．0 55．0 ナースコール 47．5 30．0
表2　気になる音の内容
高度視覚障害者 軽度視覚障害者
Q1 ・救急車　　・高音　　・足音
目が見えにくくなってから ・人の声、雑音
色々な音を敏感に感じるよう ・普段の生活の音（頭の中でその
になりましたか？ 音を識別するよう色々と） な　　　し
・むしろ嗅覚が敏感になった
・色々な人が同居してるのだから
仕方ない
・人の歩き方（スリッパの音）、
人の声でどの人かわかった
Q2 ・視力が弱くなってから、自動車
目が見えにくくなってから の進行状況がわからないため、
音で何かを区別することはあ 自動車の音に注意深くなった。
りますか？ ・足音一どの人の足音か当てる な　　　し
のが楽しい
・位置を確認するたあの音
・台車の音、ドアの開閉の音
・距離をききわける
Q3 ・外での作業の音　　・車の音 ・キンキンという高い声（子供
目が見えにくくなってから ・人の話し声 の声、女性の声）
様々な音がうるさく感じるよ ・歩道での自転車のベルの音、 ・人の不機嫌な声（いつもより
うになりましたか？ 中央部を歩いているせいかよく イライラする）
聞きます
表3　質問用紙1枚目 表4　質問用紙2枚目
～～音に関するアンケート～～
視力と音の関係を調べる為に、
みなさんが日頃感じている様々な
音についての御意見をお聞かせ下
さい。
御自分の思う通り、遠慮なくお書
き下さい。
1．目が見えなくなってから、
色々な音を敏感に感じるように
なりましたか？
　　は　い　・　いいえ
　　　0
それは、どのような音ですか？
2　目が見えにくくなってから、
音で何かを区別することはあり
ますか？
　　は　い　・　いいえ
　　　弓
それは、どのような音ですか？
3　目が見えにくくなってから、
様々な音がうるさく感じるよう
になりましたか？
　　は　い　・　いいえ
　　　」
それは、どのような音ですか？
昼 夜 昼 夜
トイレの音 病棟内放送
いびきなど
4．右の表にあげた音を、
汲ﾆ夜で、どのように感
@じていますか？
氓ﾌ1～4の番号で答え
ﾄ下さい。
@　，P－P一．，－噛冒，．「一一－一．匿
P・気にならない　　i
@　　　　　　　　ii・あまり気にならないi　　　　　　　　　i感気になる　　　・：4とても気になるi　　　　　　一一PL幽，「
カーテンの音
看護婦の
@　話　声
@　足音他の患者の
@　足音
@　話　声
ワゴンの音
ナースコール
窓の外の音
面会者の声
そ　の　他
i　）
ご協力ありがとうございました。
一91　一
IV　考察
　調査結果より視覚障害の程度と音・騒音に対する感
受性の違いがみられ、音に対する感受性は高度視覚障
害者の方が高く、騒音に対する感受性は軽度視覚障害
者のほうが高いということがわかった。前者について
は私達の考えていた通りの結果であったが、後者につ
いては私達の考えとは異なっていた。
　高度視覚障害者においては、図7～8よりこれらの
音を騒音としてとらえている者が少ない。また図1～
3と表2の結果より、様々な音を、自分の周囲の環境
を把握するために必要な情報源として認識していると
いえる。そのために騒音の感受性が結果的に低く出た
のではないかと考えられる。
　逆に軽度視覚障害者は、視覚で周囲の環境を把握で
きるたあ、様々な音を騒音としてとらえやすく、騒音
の感受性が高く出たのではないかと考えられる。
　このことは、視覚障害者の音に関する認識に対して
私達の考えを新たにすることとなった。高度視覚障害
者は「音」を大切な情報としてとらえているため、私
達が患者に接する時の音は重要であるといえる。私達
は患者をとりまく「音」の質や量について再検討し、
音によるアプローチを充実させて患者に接していかな
ければならない。
　騒音を項目別に見ると、いびきに対して騒音と訴え
ている者は多いが、音のレベルとしては比較的低い。
逆にカーテンの音やワゴンの音は、音のレベルとして
は高いが騒音と訴えている者は少ない。以上より音の
高低と騒音感受性は必ずしも比例していないといえる。
川野らは1）「音に対して安心したり、気になったりす
るのは音の高低には関係が薄い」と述べている。騒音
の感受性は音の高低だけでなく、その音が患者にとっ
て必要か否かが大きく関わっていると考えられる。
　また夜間全体を見ると、高度視覚障害者、軽度視覚
障害者共に、騒音を感じている患者が昼間より多くな
っている。これは、夜間は睡眠をとる時間でもあり周
囲も静かになるため、音のレベルが低くても騒音と感
じやすいことが原因と思われる。この点については、
両者に当てはまることである。夜間は視覚障害の程度
に関わらず、音の減少に努力していく必要がある。
　斎藤らは、2）「騒音感受性と性格尺度との間には関
連性がある」と述べており、また出口らは3）「患者は
不安状態におかれた時、音の不快を感じやすい」と述
べている。今回の研究では視覚に焦点をあてたため、
性格や不安との関連づけまでには至らず、今後の課題
となった。
V　おわりに
　今回、音の測定と患者の意識調査を行うことにより、
視覚の違いが音や騒音の感受性に影響を及ぼしている
ことがわかった。
　今後は、視覚と音に加えて、様々な要因とも関連づ
けて研究を深あていきたい。
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